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序序 文

独立行政法人国際協力機構は、セーシェル共和国の第二次マヘ島零細漁業施設整備計画にかか

る協力準備調査を実施することを決定し、同調査を共同企業体 OAFIC 株式会社・株式会社エコー

に委託しました。 

調査団は、平成 27 年 2 月から平成 28 年 1 月までセーシェル共和国の政府関係者と協議を行う

とともに、計画対象地域における現地踏査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告

書完成の運びとなりました。この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善

の一層の発展に役立つことを願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

平成 28 年 1 月 

独立行政法人国際協力機構 

農村開発部 

部長 北中 真人 
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図 2-1-4(12) プロビデンス漁港の係留状況（2015 年 3 月 12 日：10 時～12 時） 

ii) 補給岸壁周辺の利用状況 

補給岸壁における補給船数を表 2-1-4(6)に示す。調査期間中 0～2隻/日の頻度で補給利用し

ている。しかしながら、補給岸壁での利用は、図 2-1-4(13)に示すように岸壁の延長不足もあ

り、給水や氷積み込み作業を行っている漁船も少なくない。なお、補給岸壁の延長 10m に対し、

ナマコ漁船や準企業型漁船などの大型漁船の平均船長が 15m となっているため、補給岸壁の所

要延長としては、すでに足りない状況が確認された。 

表 2-1-4(7) 給油施設での補給船数（2015 年 3 月、6月） 

日 付 補給時間 給油船数 日 付 補給時間 給油船数

2015/3/16 13 時 1 隻 2015/6/1  0 隻 

2015/3/17 13 時、14 時 2 隻 2015/6/2  0 隻 

2015/3/18  0 隻 2015/6/3 10 時 1 隻 

2015/3/19 13 時 1 隻 2015/6/4(祭日)   

2015/3/20 10 時 1 隻 2015/6/5(祭日)   

2015/3/21  0 隻 2015/6/6 13 時 1 隻 

2015/3/22(日)   2015/6/7(日)   

2015/3/23  0 隻 2015/6/8  0 隻 

2015/3/24 10 時 1 隻 2015/6/9  0 隻 

2015/3/25 8 時 1 隻 2015/6/10  0 隻 

2015/3/26 8 時、13 時 2 隻 2015/6/11  0 隻 

2015/3/27 9 時 1 隻 2015/6/12  0 隻 

2015/3/28  0 隻 2015/6/13 13 時 1 隻 

2015/3/29(日)   2015/6/14(日)   

(注) データ：2015 年 3 月及び 6 月実施のベースライン調査による 
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2014年
漁船タイプ別登録漁船数
（SFA資料）

2015年
ベースライン
調査結果

（信頼度高い）

2014年
漁船タイプ別登録漁船数
（SFA資料）

2015年
ベースライン
調査結果

（信頼度高い）

ビクトリア・プロビデンス漁船隻数の推定条件
１）タイプ別登録漁船の一致：登録番号による整合性
２）はえ縄漁船：実測値（ベースライン調査）
３）ナマコ漁船：資源保護の観点より認可制（２５隻）
４）上記１）、２）を除く漁船タイプは登録数とベースライン調査結果の平均値
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図 2-2-4(3) サイクロン経路図（1945 年～2003 年） 

(2) 計画サイト周辺の陸上地形及び海底地形 

2015 年 3 月に実施したプロビデンス漁港周辺の陸上地形測量及び深浅測量の結果を図

2-2-4(4)に示す。前フェーズ計画時の 2006 年にも同海域の深浅測量が実施されており、約 10

年前と比べてほとんど変化は認められない。陸上地形については、先方政府により 2010 年以

降に防波堤基部の拡張埋め立てが行われており、埋立幅が約 20m から約 40m へ増幅している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-4(4) 陸上地形及び深浅測量の結果（2015 年 3 月測量） 
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(4) 水質調査 

水質調査の結果を図 2-2-4(13)に示す。前フェーズの計画調査と同様に、港内・港外の 4 箇

所の水域において、上げ潮時及び下げ潮時の 2回に渡って実施した。また、水質調査項目及び

水質結果は、表 2-2-4(5)及び表 2-2-4(6)に示すとおりであり、合わせて同国及び日本の水質

基準を表示した。検査項目については、前フェーズ時は第三国の検査機関で実施したこともあ

り、溶存酸素量（DO）、化学的酸素要求量（COD）、n-ヘキサン抽出物の検査している。一方、

本調査においては、同国の水質検査機関となっているセーシェル基準局（Seychelles Bureau of 

Standards （SBS））が水質検査を実施しており現地

にて可能な検査項目を実施している。 

何においても分析結果より、全水域において、「セ」

国及び日本の水質基準を満たしていることが分か

る。特徴的なのは、懸濁物（SS）及び大腸菌群数は、

今回の調査では、港内・外伴にほとんど検出されな

かった。 

計画サイトの背後は、将来的に水産加工施設の建

設整備が計画されていることもあり、管理者の SFA

は港内水質を維持するためにも、適切な水質モニタ

リングを実施することが望まれる。 

図 2-2-4(13) 水質調査位置図 

表 2-2-4(5) 水質分析結果（2006 年：前フェーズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-2-4(6) 本調査時の水質分析結果（2015 年） 

 

  

「セ」国
日本

（A類型）
日本

（B類型）
日本

（保全） 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

溶存酸素量
(DO)

―
7.5mg/l
以上

5mg/l
以上

2mg/l
以上

- 7.69 - 8.68 - 8.92 - 8.56

化学的酸素
要求量 (COD)

80mg/l
以下

2mg/l
以下

5mg/l
以下

8mg/l
以下

2 1.4 1.4 1.2 1.2 1.3 1.8 1.6

懸濁物
(SS)

30mg/l
以下

25mg
以下

25mg
以下

50mg
以下

15 22 22 17 12 10 <3 5

n-ヘキサン
抽出物

―
抽出され
ないこと

抽出され
ないこと

― 8 4 5 6 <4 <4 <4 -

大腸菌
(cfu/100ml)

500
以下

1,000
以下

― ― 50 80 150 250 98 300 65 72

(注） 上げ潮：　2006年1月23日16時半
下げ潮：　2006年1月23日11時半

各解析
W-1 W-2 W-3 W-4（港内）許容値

「セ」国
日本

（A類型）
日本

（B類型）
日本

（保全）
下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

塩分濃度
(ppt)

― 34.6 34.4 34.8 34.9 34.1 34.5 34.8 34.8

ｐH 5.5-8.5 7.8～8.3 7.8～8.3 7.0～8.3 6.09 8.06 7.69 8.07 7.92 8.11 7.99 8.12
懸濁物
(SS)

30mg/l
以下

25mg/l
以下

25mg/l
以下

50mg/l
以下

＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1

濁度
（FAU)

― ― ― ― ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1

大腸菌
(cfu/100ml)

500
以下

1,000
以下

― ― 0 0 0 0 0 0 ＜4 5

(注） 上げ潮：　2015年3月23日10時半
下げ潮：　2015年3月23日15時半
ppt： 千分率

日本の場合33～37ppt

W-4（港内）許容値
各解析

W-1 W-2 W-3
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各解析 

許容値(mg/L) 採取ポイント 
平均値 
(mg/L) 「セ」

国 
日本 

（A 類型） 

日本 
（B 類型） 

日本 
（C 類型）

既存 
岸壁 

岸壁-1
前面 

岸壁-2
前面 

岸壁-3 
前面 

港外 
水域 

溶存酸素量 
（DO) 

- 7.5 
以上 

5.0  
以上 

2.0 
以上 

5.5 < 6.0 < 5.5< 6.5< 6.5< 6.0  
以上 

化学的酸素
要求量 
（COD） 

- 
2 

以下 
5 

以下 
8 

以下 4.0mg/l 3.0mg/l 2.0mg/l 3.0mg/l 3.0mg/l 3.0mg/l

測定方法： DO 値はインジゴカルミン比色法を COD 値は常温アルカリ性過マンガン酸カリウム酸化法に準ずる。 

(5) 底質調査 

計画サイト周辺海域における底質状況について、現地ダイバーによる確認を行った。調査箇

所を図 2-2-4(14)に示す。 

防波堤及び防波堤基部の港内側の底質は、捨石護岸の法尻周囲に転石や白化したサンゴ隗な

どが点在する。捨石護岸法尻から港内中央に向けての海底状況は、コーラル砂及びシルトとな

っており、その表層は非常に柔らかい底質状況である。また、前フェーズ調査時に実施された

底質の粒度試験によれば、港内の底質は砂交じりシルトとなっており、砂分は 9%と少なくシ

ルト分の割合が多い状況であることから、非常にきめ細かく柔らかいシルト・砂質の底質状況

であると推定される。 

防波堤基部の港外側の底質状況は、捨石護岸の法尻周囲に転石や白化したサンゴ隗が点在し、

さらに広範囲に渡って水草が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-4(14) 底質の状況調査 
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(6) 材料調査 

セーシェル諸島は地質学的に、基岩盤が花崗岩となっており、島内全域で多くの花崗岩が見

られる。基本材料となる砂や石材については、表 2-2-4(7)に示した。前フェーズの材料試験結

果を参考にする。 

なお、同国内で行われている埋立は、空港から７km 沖合の浚渫土砂を現在利用されており、

ビクトリア漁港北側に位置する Zone-14 背後に集積されている。 

また、現地コントラクターによるとこれらの浚渫土砂を埋立材として利用する際はセメント

を混ぜて使用しているようである。 

表 2-2-4(7) 材表試験結果（前フェーズ） 

材 料 試 験 結  果 

砂 含水比 2.7% 
比重 2.47t/m3 

粗骨材 密度 湿潤密度 2.19t/m3 
乾燥密度 2.13t/m3 
締固め密度 2,160kg/m3 

花崗岩（灰色） 強度 16.6MPa 
比重 2.75t/m3 

花崗岩（黒色） 強度 18.3MPa 
比重 2.96t/m3 

花崗岩（白色） 強度 7.7MPa 
比重 2.65t/m3 
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(7) 地震調査 

「セ」国周辺を含むインド洋海域における過去の地震について、約 100 年間（1900 年以降か

ら現在）の記録を United States Geological Survey’s（USGS）のデータベースを基に調べ

た結果を図 2-2-4(15)に示す。地震の大半は「セ」国から約 1000km 離れたインドプレートと

アフリカプレートの境界付近となるカールスバーグ海嶺付近に集中しており、過去最大でマグ

ニチュード 7.6（2003 年 7 月）とされる。このときの「セ」国における最大基盤加速度は、次

式から 0.5～1.0Gal となり、同地震による影響は非常に少ないと判断される。 

 

log 0.53 log 0.0062 10 . 0.00169 0.524 
  ；SMAC 型強震計の最大基盤加速度（Gal） 

 M ；マグニチュード 

 X ；断層面距離（km） 

  参考：水産庁監修「漁港・漁場の施設の設計の手引き（上）」より 

 

 

図 2-2-4(15) 「セ」国周辺の地震記録 

  

資料：USGS のデータ（1900 年～2015 年）より作成 
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(8) 海象調査 

1) 潮位 

プロビデンス漁港の潮位は、漁港施設完成後から 5 年しか経過していないこともあり、前フ

ェーズ計画時に設定された図 2-2-4(16)に示す潮位図と同等とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：「漁業施設及び機材整備計画基本設計報告書（2006 年）」より 

図 2-2-4(16) 潮位関係図（プロビデンス漁港） 

2) 波浪 

(a) 通常時波浪 

前フェーズ調査時では、プロビデンス漁港から沖合約 300m 付近に海象計を設置し、23 日間

に渡る波高、周期及び波向を観測した結果、有義波高（H1/3）0.56m、周期（T1/3）5.6s、卓越

波向き ENE としている。 

本調査においては、「セ」国内で通年による定期的な波浪観測は実施されていないことから、

「セ」国周辺海域の西インド洋上で発生する波浪について、表 2-2-4(4)で示した気象庁資料

の風データ（2002 年～2006 年）を用いて「セ」国沖の波浪推算を行った。さらに波浪変形計

算によるプロビデンス漁港口部前面における波浪諸元を算出した。波浪推算の解析結果として

プロビデンス漁港口部における波浪諸元を表 2-2-4(8)及び表 2-2-4(9)に示す。プロビデンス

漁港の通常波浪は、ENE 方向（N62.8°E～N63.9°E）からの波浪が卓越しており、通年におけ

る波高 25cm 以下、50cm 以下、70cm 以下の出現率は、それぞれ 35%、65%、85%となっており、

比較的静穏な海域であると推定される。周期については 5s～9s の範囲の出現率が高い。 

以上の解析結果は、前フェーズ調査時の観測結果と比較して同様の結果が得られており、信

憑性は高いと判断する。 

0.835

1.046

1.647

1.954

0.000 基本水準面　（C.D.L)

平均水面　（M.S.L)

小潮平均低潮面　（L.W.O.N.T)

大潮平均低潮面　（L.W.O.S.T)

略最低低潮面　（N.L.L.W.L)0.138

0.445

0.0

0.5

1.0

1.5

m
略最高高潮面　（N.H.H.W.L)

大潮平均満潮面　（H.W.O.S.T)

小潮平均満潮面　（H.W.O.N.T)

2.0

1.257

0.422m

1.202m

1.816m
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H0  6.0m H0’  2.64m 
T  12.0sec  12.0sec 
 ESE  N53.2 E 

 
2.64m

 
 h  9.0m+1.45m 10.45m 

 Ho’  2.64m 
 Lo  1.56 x To2 224.6m 

 1:30 
Ho’/Lo  2.64/224.6 0.012 
h/Ho’  10.45/2.64 3.96 

2-2-4(18) H/Ho’ 1.08 H 2.85m  
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• The Environment Protection Act, 1994 

• Environment Protection Impact Act Assessment Regulations, 1996 

• Beach Control Act, 1971 and Subsidiary regulations, 1991 

•  

•  
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2015 3 pH7.9 8.1 SS 1mg/l 4
5/100ml

60 70dB  
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2-2-5(7)

 /  /  
 /  /  

/  /  
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A+/- , B+/-  
C+/- , D+/-  
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3-1 



3-2 

2

 



3-3 



3-4 

 

本プロジェクトの基本構想を表 3-1-2 に示す。 

 

表 3-1-2 プロジェクトの基本構想 

 

(4) 実施機関等 

 

  

漁港名 
  （漁港の位置づけ） 

問題点 プロジェクトの課題 
整備内容 

（プロビデンス漁港） 

ビクトリア漁港 ①岸壁不足（大型化）で過密 ビクトリアの混雑緩和対策 岸壁整備、製氷施設 

（国内最大の水揚港） ②岸壁繋留方法が漁民任せ 施設利用運用指導の徹底 運営維持管理指導 

  ③氷不足で漁業活動に影響 氷不足の緩和対策 製氷施設 

  ④背後は交通渋滞 ビクトリアの混雑緩和対策 岸壁整備 

プロビデンス漁港 ①岸壁不足（倍増・大型化） プロビデンスの漁船増加対策 岸壁整備 

（ナマコ水揚げ・系留港） ②岸壁繋留方法が漁民任せ 施設利用運用指導の徹底 運営維持管理指導 

  ③氷不足で漁業活動に影響 氷不足の緩和対策 製氷施設 

  ④製氷技術者不足 製氷技術者の育成 製氷施設、技術者育成

  ⑤日除け少なく炎天下作業 労働環境の改善 陸揚げシェッド 

  ⑥加工施設の整備急増 労働環境の改善 陸揚げシェッド 

１. 監督機関： 水産農業省（Ministry of Fisheries and Agriculture (MFA)） 

２. 実施機関： セーシェル漁業公社（Seychelles Fishing Authority (SFA)） 

３. プロジェクトの管理・運営： セーシェル漁業公社（Seychelles Fishing Authority (SFA)） 
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(5) プロジェクトの投入 

1) 我が国への最終的な要請内容 

協力事業対象は以下に示す施設・土木建設を行うものである。 

① 岸壁-1 及び岸壁-2 の整備 

② エプロン及び連絡道路の整備 

③ 係留ブイの設置 

④ 製氷棟の整備（製氷機、貯水槽含む） 

⑤ 陸揚げシェッドの整備 

⑥ 各種設備（水道設備、電気設備、照明設備、集排水設備） 

⑦ アクセス道路及び外構整備 

⑧ ソフトコンポーネント（製氷施設の管理技術） 

2) 「セ」国側 

① 環境社会配慮の実施及び環境許可証（Environmental Authorization）の取得 

② 銀行取決め（B/A）及び支払授権（A/P）の発行処理 

③ 建設許可書の取得 

④ 建設サイト内障害物の撤去及び整地 

⑤ 海外から輸入される資機材に課せられる税金その他課徴金に対する免税措置、 

  通関手続き、認証された契約及び契約に係る業務遂行のため、「セ」国に入国する日本人

及び第三国人に対し、同国入国及び滞在、就業、免税手続きに必要な便宜供与 

⑥ 製氷棟周囲における囲い（フェンス）の建設 

⑦ 日本の無償資金協力によって建設された施設の適切かつ有効な利用 

⑧ 日本政府による無償資金協力の範囲外の一切の費用負担 
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1 -1 -2 (216m) 
-1  A 

-2  A 

2 
-3(112m) -4(84.5m)

50m
38,700m3  

-3  B 

-4  
 B 

3 1 13m
  A 

4 3  10  A 

5  

 A 

 A 
 A 

 A 

6 1 30m   A 

7 10 /   A 

8   
( ) A 

A  
  B  
  C
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3-2-2 設計方針（施設計画） 

3-2-2-1 設計方針（施設計画） 

3-2-2-1-1 土木施設の基本方針 

(1) 計画整備の基本方針 

プロジェクト目標は、「プロビデンス港において、漁港の拡張及び水産施設の整備を実施す

ることにより、増加する漁船の係留場所の確保、効率的な漁港運営及び水産物の品質確保を図り、

もって水産加工を含む同国水産業の発展に寄与するもの」としている。また、プロビデンス漁港

における前フェーズの整備コンセプトが、飽和状況にあるビクトリア漁港の混雑緩和であった。 

このため、本計画における土木施設整備の基本方針は、プロジェクト目標達成に向けて、

前案件同様に既存のプロビデンス漁港だけでなく、ビクトリア漁港も含めて増加する漁船や大型

化による混雑解消することとする。また、岸壁利用や水域利用に関し、運用上管理しやすいよう

前フェーズの既存岸壁の利用の見直しを含めて機能配置を再検討する。 

以上のことから、本プロジェクトにおける土木施設の拡張整備にあたっての基本的な考え

方を示す。 

【本計画における土木施設の拡張整備にあたっての基本的な考え方】 

 

① ビクトリア漁港 

 岸壁の係留方法について、現況の動線計画を見直し、公共岸壁として利用上望まれるア

クセス性に勘案した目的に見合った機能の再配置を検討する。 

 漁船の増加や大型化に伴い混雑する港内の係留漁船について、混雑緩和策としてプロビ

デンス漁港への移転収容の可能性を検討する。 

 

② プロビデンス漁港（計画サイト） 

(a) 岸壁整備 

 岸壁の係留方法について、現状の混雑利用状況を踏まえ、前フェーズで整備された岸壁

の位置づけも含めた動線計画を見直し、公共岸壁として利用上望まれる目的に見合った

機能の再配置を検討する。 

 漁船倍増や大型化による港内の混雑解消だけでなく、近い将来に水産加工施設の建設に

伴い導入が見込まれる新たな漁船増加やビクトリア漁港の混雑緩和をも目的とした陸揚

げ岸壁及び係留岸壁の所要延長を検討する。 

 岸壁法線及び断面構造は、利用面・経済面を考慮しつつ、既存岸壁法線や海底地形や地

盤の状況に留意した設定を行う。特に、既存護岸法線上で既に利用されている民有地と

の取り合い付近については、岸壁構造による影響を及ぼさないよう留意する。 

 岸壁の付属設備として、安全上・利用上の観点から防舷材、係船柱・係船環、梯子、係

留ブイを導入配備する。 
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(b)  

� 

(c)  

� U

19
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-1

-2

-2

-1 -2
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-2

U

27 30

2,500mm

10mm/ 57.6 /
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N  N = 3 

 C  = 0 

  = 25  

13m

-2

2

-1 -2

25m
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32m
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BH-1 BH-2

13t/m2 10

13 t/m2  
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3-2-3 基本計画（施設計画） 

3-2-3-1 土木施設 

(1) 規模設定に係る基本数量 

土木施設の規模設定は、対象とする漁船隻数や船舶の諸元及び岸壁利用時間などの利用実

態に基づく岸壁の所要延長を算出するものである。本計画で対象とするプロビデンス漁港拡張整

備に関する漁船隻数や船舶諸元は、基本方針に基づく以下の 3つの観点より設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-3(1) 本計画における規模設定の考え方 

1) ビクトリア漁港からプロビデンス漁港への漁船移動計画（ビクトリア漁港基本構想） 

(a) 基本構想策定の目的 

当該漁港における計画当初（1997 年）と現在（2015 年）の係留隻数及び平均船舶諸元は、

表 3-2-3(1)に示すとおり、計画係留隻数の 40 隻から現在 54 隻に増加し、かつ船舶の平均船長

も 9m から約 13m へと大型化が進んでいる状況である。また、現在のビクトリア漁港は、その

外形から物理的に拡張の余地がない状況である。このため、陸揚げ岸壁においては、常に 3重

～4重の横付け係留と混雑し、岸壁本来の機能が失われている。 

このような背景から、公共岸壁として利用上安全で効率的な漁港運用を図るためには、利

用漁船の隻数をコントロールする必要があり、岸壁上の混雑緩和を目的とするビクトリア漁港

基本構想を策定し、運用上係留可能な隻数を算出することとした。 

  

① ビクトリア漁港からプロビデンス漁港への漁船移動隻数 

② プロビデンス漁港における利用漁船の増加隻数 

③水産加工施設の整備に伴う新規導入漁船隻数 

＜ビクトリア漁港基本構想＞

本計画対象船舶の隻数及び諸元の設定 ＜本計画の基本数量＞ 

土木施設の規模設定  ＜プロビデンス漁港基本計画の策定＞ 
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 (Oceana Fisheries) 

8    

 
 (SEA HARVEST) 

14    

SFA  
 (Providence) 

3 5 13 8  
 

SFA  
 (Bel Ombre) 

3 4 4  

SFA  
 (Anse Royal) 

3 3 3  

SFA  
 (Anse Muche) 

3 3 3  

 34 37 45  
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3-2-4-2 基本設計図 

本計画によって整備される施設の概略設計図を図 3-2-4(1)～(17)に示す。 

 

図 3-2-4(1) 全体計画平面図 

図 3-2-4(2) 土木施設計画配置図 

図 3-2-4(3) 第 1 岸壁標準断面図 

図 3-2-4(4) 第 2 岸壁標準断面図（既存水産加工前面部） 

図 3-2-4(5) 第 2 岸壁標準断面図（一般部) 

図 3-2-4(6) 鋼矢板及び控え工配置図 

図 3-2-4(7) 岸壁-1 の付属設備配置図 

図 3-2-4(8) 岸壁-2 の付属設備配置図 

図 3-2-4(9) 防舷材及び梯子の基本図 

図 3-2-4(10) 製氷機棟配置図 

図 3-2-4(11) 製氷機棟平面図（GF） 

図 3-2-4(12) 製氷棟施設配置図（１F） 

図 3-2-4(13) 製氷棟施設断面図・立面図 

図 3-2-4(14) 陸揚げシェッド立面図 

図 3-2-4(15) 陸揚げシェッド平面図 

図 3-2-4(16) 陸揚げシェッド断面図 

図 3-2-4(17) ユーティリティ平面図 
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